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‭十四期生‬
‭・‬‭Miyamoto,‬‭Y.;‬‭Murakami,‬‭S.‬‭;‬‭Sumida,‬‭Y.;‬‭Hirai,‬‭G.;‬‭Ohmiya,‬‭H.*‬‭Chem.‬‭Eur.‬‭J.‬‭2024‬‭,‬‭30‬‭,‬‭e202402256.‬
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‭<2. 受賞>‬
‭例‬
‭・氏名, 学会名, 賞の名前‬
‭・宮岸拓路, 第53回構造有機化学若手の会夏の学校, ポスター講師賞‬

‭一期生‬
‭・田中亮, 有機合成化学協会　中国四国支部　支部奨励賞‬
‭・阿野勇介, 有機合成化学協会 富士フイルム 研究企画賞‬
‭・伊藤英人, Organic Chemistry Frontiers Outstanding Paper Award 2014-2023‬

‭二期生‬
‭・村上慧, 村尾育英会学術奨励賞‬

‭三期生‬
‭・百合野大雅、若い世代の特別講演‬
‭・戸田泰徳、若い世代の特別講演‬

‭四期生‬

‭五期生‬
‭・森崎一宏, 令和5年度 有機合成化学協会 研究企画賞‬
‭・西井祐二,‬‭日本化学会第74回進歩賞‬

‭六期生‬
‭・福井識人,‬‭日本化学会第74回進歩賞‬
‭・久保田浩司, 令和5年度 北海道大学全学教育科目に係る授業アンケートにおけるベストエ‬
‭クセレントティーチャーズ‬
‭・久保田浩司, Chemist Award BCA 2024‬
‭・久保田浩司, 令和6年度北海道科学技術奨励賞知事表彰‬
‭・久保田浩司, Merck-Banyu Lectureship Award (MBLA 2024)‬
‭・中村斐有, Junior Scientists Participation Fellowship, The Bürgenstock Conference, 2025‬
‭・中村斐有, Early Career Award (RGC), Hong Kong, 2024‬
‭・中村斐有, Asian Core Program Lectureship Award (by Korea), ICCEOCA-17 in Taiwan, 2024‬
‭・中村斐有, Asian Core Program Lectureship Award (by Japan), ICCEOCA-17 in Taiwan, 2024‬

‭七期生‬
‭・清水大貴，福井謙一記念研究センター，第9回福井謙一奨励賞‬
‭・梅原厚志, 2024年度 日本薬学会東北支部奨励賞‬
‭・鳥越尊, 公益財団法人 UBE学術振興財団 第 64 回 学術奨励賞‬
‭・鳥越尊, 有機合成化学協会 富士フイルム和光純薬研究企画賞‬

‭八期生‬
‭・安井基博, 有機合成化学協会 日本農薬 研究企画賞‬
‭・安井基博, 公益財団法人 UBE学術振興財団 第 65 回 学術奨励賞‬
‭・寄立麻琴, 有機合成化学協会 九州・山口支部 優秀論文賞‬

‭九期生‬
‭・松本晃, 日本化学会第105春季年会 若い世代の特別講演証‬
‭・松本晃, 有機合成化学協会 中外製薬 研究企画賞‬



‭・松本晃, 金沢大学産学連携協力会 第10回若手研究者奨励賞 審査員特別賞‬
‭・加藤研一, 有機合成化学協会 三菱ケミカル研究企画賞‬
‭・谷藤涼, 第40回日本DDS学会学術集会 Journal Award (Biointerphases)‬

‭十期生‬
‭・安井孝介, 公益財団法人 UBE学術振興財団 第 65 回 学術奨励賞‬

‭十一期生‬
‭・島川典 第41回井上研究奨励賞‬

‭十二期生‬
‭・榊原陽太, Best Paper Award in Synthesis 2024‬

‭十三期生‬
‭・野上純太郎, 令和6年度手島精一記念研究賞‬
‭・山根三奈, 1st Place BRC Research Poster Award, The 5th Bowggei Research Conference (BRC-5)‬
‭・山根三奈, Ban平井(大越)貞子基金研究奨励賞‬
‭・張本尚, 2024年度‬‭Springer Thesis‬‭受賞‬
‭・‬‭上田彩果, 第6回名古屋大学岡本若手奨励賞‬

‭十四期生‬
‭・野崎多実子, 第18回日本ケミカルバイオロジー学会, ポスター賞‬
‭・野崎多実子,‬‭第23回生命科学シンポジウム, ポスター賞‬
‭・安藤廉平, PHYS Poster Award, 2024 Fall ACS meeting, 2024‬
‭・光本泰知, 錯体化学会第74回討論会, 学生講演賞, 朝倉書店賞‬

‭十五期生‬
‭・小島有貴, 第14回CSJ化学フェスタ2024, 優秀ポスター発表賞‬
‭・今井恭祐, 2024年度TAC-MI国際フォーラム, Good Presentation Award‬
‭・田上湖都、第15回育志賞、日本学術振興会‬
‭・田上湖都、第10回黒田チカ賞、お茶の水女子大学‬
‭・中原輝、公益財団法人 里見奨学会、里見賞奨励賞‬
‭・中原輝、第40回有機合成化学セミナー、優秀ポスター賞‬
‭・中原輝、日本化学会第104春季年会、学生講演賞‬
‭・安澤樹一, 令和6年度京都大学工学研究科馬詰研究奨励賞‬
‭・安澤樹一, 第55回構造有機化学若手の会 夏の学校, ポスター賞‬
‭・安澤樹一, Chirality2024, Hiroshima University WPI-SKCM2 Award‬
‭・安澤樹一, 第34回基礎有機化学討論会, TCI学生ポスター賞‬
‭・森田悠斗, 第70回有機金属化学討論会, ポスター賞‬

‭<3. 研究助成>‬
‭例‬
‭・氏名, 団体等, 種目, 期間‬
‭・山本尚, 科学研究費, 特別推進研究, 2023–2028‬

‭一期生‬
‭・永縄友規、JST戦略的創造研究推進事業、さきがけ「調和物質変換」領域 2022–2025年度‬
‭・大町遼、NEDO「官民による若手研究者発掘支援事業」共同研究フェーズ 2024–2026年度‬



‭・大町遼、公益財団法人 中部電気利用基礎研究振興財団 研究助成 2024–2025年度‬
‭・田中亮、JST戦略的創造研究推進事業、さきがけ「サステイナブル材料」領域 2022–2025年度‬
‭・田中亮、小笠原敏晶記念財団　一般研究助成 2024年度‬
‭・岩井智弘, 科研費, 挑戦的研究（萌芽）, 2022-2024年度‬
‭・岩井智弘, 科研費, 国際共同研究加速基金(海外連携研究)（分担）, 2024-2027年度‬
‭・岩井智弘、小笠原敏晶記念財団　一般研究助成 2024年度‬
‭・伊藤英人、永井科学技術財団　研究奨励金、2024年度‬
‭・伊藤英人、住友財団基礎科学研究助成、2023-2024年度‬
‭・伊藤英人、近藤記念財団　研究助成、2022-2024年度‬
‭・伊藤英人、立松財団 一般研究助成、2022-2024年度‬

‭二期生‬
‭・村上慧, 科学研究費, 基盤研究B, 2024–2026年度‬
‭・星本陽一, 科研費, 学術変革領域研究A「デジタル有機合成」公募研究, 2023-2025‬
‭・星本陽一, JST創発的研究支援事業, 2023-2030‬
‭・星本陽一, JST KSAC-START PMFステージ, 2024-2026‬

‭三期生‬
‭・百合野大雅、科学研究費、基盤研究C、2024–2026年度‬
‭・百合野大雅、JST戦略的創造研究推進事業、さきがけ「調和物質変換」領域 2024–2027年度‬
‭・戸田泰徳、科学研究費、基盤研究C、2024–2026年度‬

‭四期生‬
‭・武藤慶, 科学研究費, 基盤研究B, 2024–2028‬

‭五期生‬
‭・森崎一宏、旭硝子財団 研究奨励‬
‭・西井祐二, 科学研究費, 基盤研究B, 2023–2026‬
‭・西井祐二, JST創発的研究支援事業, 2023-2030‬

‭六期生‬
‭・福井識人, 科学研究費, 基盤研究B, 2024–2027‬
‭・福井識人, 科学研究費, 挑戦的研究(萌芽), 2024–2026‬
‭・久保田浩司, JST創発的研究支援事業, 2021-2028‬
‭・久保田浩司, 科研費, 基盤研究A, 2024-2028‬
‭・久保田浩司, 科研費, 学術変革領域研究A「デジタル有機合成」公募研究, 2023-2025‬
‭・久保田浩司, 科研費, 学術変革領域研究A「グリーン触媒科学」公募研究, 2024-2026‬
‭・中村斐有, RGC of the Hong Kong SAR, China (Early Career Scheme, 26302024)‬
‭・林裕樹, 科研費, 学術変革領域研究A「グリーン触媒科学」公募研究, 2024-2026‬

‭七期生‬
‭・増田侑亮, 科研費, 学術変革領域研究A「デジタル有機合成」公募研究, 2024-2025‬
‭・秋山みどり, JST創発的研究支援事業, 2024-2031年度‬
‭・秋山みどり, 豊田理研スカラー共同研究 Phase 1, 2024年度‬
‭・秋山みどり, イオン工学振興財団 2024年度研究助成, 2024年度‬
‭・秋山みどり, 分子科学研究奨励 森野基金　研究助成, 2024年度‬
‭・鳥海尚之, 科研費, 基盤研究B, 2024-2026‬
‭・鳥海尚之, 旭硝子財団 研究奨励, 2024-2025‬

‭八期生‬



‭・安井基博, イオン工学振興財団 2024年度研究助成, 2024年度‬
‭・加茂翔伍, 科研費 若手研究, 2024–2026‬
‭・寄立麻琴, 武田科学振興財団 薬学系研究助成, 2024年度‬

‭九期生‬
‭・谷藤涼, 科研費, 基盤C, 2024–2027‬
‭・谷藤涼, 公益財団法人 日本応用酵素協会, 2023 年度 酵素研究助成, 2023–2024‬
‭・谷藤涼,東京大学国際高等研究所新世代感染症センター,2023年度UTOPIA若手研究助成金,‬
‭2023–2024‬
‭・谷藤涼, 令和6年度東京大学GAPファンドプログラム(第16期), 2025–2025‬

‭十期生‬
‭・安井孝介, 科研費, 若手研究, 2024–2025‬
‭・中島翼, 科研費, 若手研究, 2023-2024‬
‭・高田悠里, JST, ACT-X, 2024–2026年度‬
‭・高田悠里, 公益財団法人 小笠原敏晶記念財団, 国際研究集会 出張助成, 2024年度‬

‭十一期生‬
‭・髙野秀明, 科研費, 若手研究, 2024–2026‬
‭・髙野秀明, 卓越研究員, 2022-2027‬
‭・髙野秀明, 日比科学技術財団研究助成, 2024-2025‬

‭十二期生‬
‭・宮岸拓路, JST, ACT-X, 2023–2025年度‬
‭・宮岸拓路, 科学研究費, 若手研究, 2025–2027年度‬
‭・宮岸拓路, JKA機械振興補助事業, 若手研究, 2025年度‬
‭・福永隼也, JST, ACT-X, 2023–2025年度‬
‭・道場貴大, 科学研究費, 若手研究, 2025–2027年度‬
‭・榊原陽太, 科学研究費, 若手研究, 2025–2027年度‬
‭・榊原陽太, 上原記念生命科学財団, 研究奨励金, 2025年度‬
‭・安川直樹, 科学研究費, 若手研究, 2024–2025年度‬
‭・長野秀嗣, 科学研究費, 研究スタート支援, 2024–2025年度‬
‭・長野秀嗣, 科学研究費, 若手研究, 2025–2027年度‬

‭十三期生‬
‭・正田浩一朗, 科学研究費, 研究スタート支援, 2024–2025年度‬
‭・中根啓太, 日本学術振興会, 海外特別研究員, 2025-2027‬
‭・野上純太郎, 日本学術振興会, 特別研究員PD, 2024-2026‬
‭・七條慶太, 科学研究費, 研究スタート支援, 2024–2025年度‬
‭・七條慶太, 科学研究費, 若手研究, 2025–2027年度‬
‭・張本尚, 科学研究費, 研究スタート支援, 2024–2025年度‬
‭・張本尚, 科学研究費, 若手研究, 2025–2027年度‬
‭・張本尚, 戸部眞紀財団, 研究助成, 2024年度‬

‭十四期生‬
‭・武政雄大, 科学研究費, 研究スタート支援, 2024–2025年度‬
‭・武政雄大, JST, ACT-X, 2024–2026年度‬
‭・武政雄大, 小笠原敏晶記念財団　一般研究助成 2024年度‬



‭十五期生‬

‭<4. その他、レビューなど>‬
‭例‬
‭英語レビュー‬
‭・著者(本人に下線)‬‭雑誌名‬‭年‬‭,‬‭号‬‭, ページ. [link]‬
‭・Lee, H.-J.*;‬‭Maruoka, K.*‬‭Chem. Rec.‬‭2023‬‭, e202200286.‬‭[‬‭link‬‭]‬
‭日本語解説記事‬
‭・著者(本人に下線), 題名, 雑誌名 年,‬‭号‬‭. [link (あれば)]‬
‭・‬‭柴‬‭﨑‬‭正‬‭勝‬‭;‬ ‭渡‬‭辺‬‭匠,‬ ‭キ‬‭ラ‬‭リ‬‭ティー‬‭を‬‭制‬‭御‬‭し‬‭て‬‭炭‬‭素‬‭を‬‭つ‬‭な‬‭げ‬‭る‬‭──‬ ‭天‬‭然‬‭物‬‭の‬‭触‬‭媒‬‭的‬‭不‬‭斉‬‭全‬‭合‬‭成,‬ ‭月‬
‭刊化学, 2016, Vol.4.‬
‭特許‬
‭・発明者(本人に下線), 特許番号, 題名‬
‭・‬‭美‬‭多‬‭剛,‬‭前‬‭田‬‭理,‬‭髙‬‭野‬‭秀‬‭明‬‭,‬‭特‬‭願‬‭2021-131481,‬‭エ‬‭チ‬‭レ‬‭ン‬‭を‬‭原‬‭料‬‭に‬‭用‬‭い‬‭た‬‭1,2-‬‭ビ‬‭ス‬‭（ジ‬‭フェ‬‭ニ‬‭ル‬‭ホ‬‭ス‬
‭フィノ）エタン（DPPE）誘導体の合成法‬

‭一期生‬
‭・‬‭永縄友規‬‭、有機ケイ素化合物に立脚する反応・触媒・機能の開拓－ヒドロシランやクロロシ‬
‭ランをいかにして使うか、化学と工業, 2024, 77, 638ー639.‬
‭・廣谷潤,‬‭大町遼‬‭, 特願2020-009995, 特開2021-116201, 特許第7545702‬‭号, 薄膜形成方法‬
‭・‬‭田‬‭中‬‭亮‬‭,‬ ‭配‬‭位‬‭重‬‭合‬‭に‬‭お‬‭け‬‭る‬‭触‬‭媒‬‭活‬‭性‬‭種‬‭の‬‭対‬‭ア‬‭ニ‬‭オ‬‭ン‬‭の‬‭設‬‭計‬‭を‬‭鍵‬‭と‬‭し‬‭た‬‭精‬‭密‬‭重‬‭合‬‭反‬‭応‬‭の‬‭開‬‭発‬‭有‬‭機‬
‭合成化学協会誌‬‭2025‬‭,‬‭83(3)‬‭, 228-238.‬
‭・‬‭伊藤英人‬‭、遠山祥史、堀航也、中村拓夢、小野洋平、特願JP2025-036723、「光電変換素子用‬
‭材料、縮合環化合物、有機薄膜、光電変換素子、及び縮合環化合物の製造方法」‬
‭・‬‭伊藤英人‬‭、伊丹健一郎、遠山祥史、中村拓夢、森中裕太、小野洋平、特願JP2024-144540、‬
‭「水素化縮合環化合物の製造方法、水素化縮合環化合物、有機薄膜、および光電変換素子」‬

‭二期生‬
‭・Sakuraba, M.;‬‭Hoshimoto, Y*‬‭Synthesis‬‭2024‬‭,‬‭56‬‭, 3421–3430.‬‭[‬‭Link‬‭]‬
‭・‬‭Morishita,‬ ‭T.;‬ ‭Hisata,‬ ‭Y.;‬ ‭Hashimoto,‬‭T.;‬‭Ogoshi,‬‭S.;‬‭Hoshimoto,‬‭Y.*‬‭J.‬‭Synth.‬‭Org.‬‭Chem.,‬‭Jpn‬‭.‬‭2024‬‭,‬
‭82, 1097–11060. [‬‭Link‬‭]‬
‭・‬‭森‬‭下‬‭泰‬‭地,‬‭橋‬‭本‬‭大‬‭輝,‬‭櫻‬‭羽‬‭真‬‭熙,‬‭星‬‭本‬‭陽‬‭一,‬‭*‬‭“粗‬‭水‬‭素‬‭を‬‭直‬‭接‬‭活‬‭用‬‭し‬‭た‬‭複‬‭素‬‭環‬‭化‬‭合‬‭物‬‭の‬‭触‬‭媒‬‭的‬‭水‬‭素‬
‭化‬‭反‬‭応ー‬‭有‬‭機‬‭ハ‬‭イ‬‭ド‬‭ラ‬‭イ‬‭ド‬‭法‬‭を‬‭応‬‭用‬‭し‬‭た‬‭H‬‭2‬‭精‬‭製‬‭技‬‭術ー,”‬‭[水‬‭素‬‭利‬‭用‬‭技‬‭術‬‭集‬‭成‬‭Vol.6‬‭炭‬‭素‬‭循‬‭環‬‭社‬‭会‬‭に‬
‭向けた製造・貯蔵・利用の最前線], 第2章2節, NTS出版.‬
‭・‬‭Oguma, T.‬‭*; Jino, K.*‬ ‭Chem. Pharm. Bull.,‬‭2024‬‭,‬‭72,‬‭610–617. [‬‭Link‬‭]‬

‭三期生‬

‭四期生‬
‭・Kato, H.;‬‭Muto, K.;‬‭* Yamaguchi, J.* 有機合成化学協会誌‬‭.‬‭2024‬‭,‬‭82‬‭, 965–978. [‬‭link‬‭]‬
‭・‬‭荒巻吉孝‬‭, 光励起パラジウム種による触媒反応の新展開, Organo Metallic NEWS‬‭2024, No3, 99.‬

‭五期生‬
‭・‬‭Nishii,Y.‬‭; Hirano, K.; Satoh, T.; M. Miura.‬‭Bull.‬‭Chem. Soc. Jpn.‬‭2024‬‭,‬‭97‬‭, bcsj.2023225. [‬‭Link‬‭]‬

‭六期生‬
‭・‬‭福井識人‬‭,‬‭従来と真逆の合成戦略で8の字型分子をつくる‬‭, 現代化学, 2024, Vol.12.‬

https://doi.org/10.1002/tcr.202200286
https://www.thieme-connect.com/products/ejournals/abstract/10.1055/s-0043-1775394
https://www.jstage.jst.go.jp/article/yukigoseikyokaishi/82/11/82_1097/_article/-char/en
https://doi.org/10.1248/cpb.c23-00416
https://doi.org/10.5059/yukigoseikyokaishi.82.965
https://doi.org/10.1093/bulcsj/bcsj.20230225


‭・‬‭田‬‭島‬‭慶‬‭太,‬‭福‬‭井‬‭識‬‭人‬‭,‬‭忍‬‭久‬‭保‬‭洋,‬‭ナ‬‭フ‬‭タ‬‭レ‬‭ン‬‭モ‬‭ノ‬‭イ‬‭ミ‬‭ド‬‭を‬‭ビ‬‭ル‬‭ディ‬‭ン‬‭グ‬‭ブ‬‭ロッ‬‭ク‬‭と‬‭す‬‭る‬‭含‬‭典‬‭型‬
‭元素機能性π共役分子の開発‬‭, TCIメール, 2024, No. 195, P. 2–15.‬

‭七期生‬
‭・‬‭Suzuki,‬‭K.;‬‭Sakuda,‬‭E.;‬‭Tani,‬‭Y.;‬‭Akiyama,‬‭M.‬‭;‬‭Albrecht,‬‭K.;‬‭Aizawa,‬‭N.;‬‭Izawa,‬‭S.;‬‭Kaji,‬‭H.*‬‭J.‬‭Chem.‬
‭Phys.‬‭2025‬‭, 162, 061001. [‬‭Link‬‭]‬
‭・Imahori, H.*;‬‭Akiyama, M.‬‭Mater. Horiz.‬‭2025‬‭,‬‭12‬‭,‬‭92–102. [‬‭Link‬‭]‬
‭・Imahori, H.*;‬‭Akiyama, M.‬‭*‬‭J. Chem. Phys.‬‭2024‬‭,‬‭161‬‭,‬‭080901. [‬‭Link‬‭]‬
‭・Imahori, H.*;‬‭Akiyama, M.‬‭J. Porphyrins Phthalocyanines‬‭2024‬‭,‬‭28‬‭, 319–337. [‬‭Link‬‭]‬
‭・‬‭秋‬‭山‬‭み‬‭ど‬‭り‬‭,‬ ‭フッ‬‭素‬‭ガ‬‭ス‬‭を‬‭用‬‭い‬‭た‬‭全‬‭フッ‬‭素‬‭化‬‭三‬‭次‬‭元‬‭分‬‭子‬‭の‬‭合‬‭成‬‭と‬‭機‬‭能‬‭開‬‭拓,‬ ‭有‬‭機‬‭フッ‬‭素‬‭化‬‭合‬‭物‬
‭の合成と応用最前線（今野勉 監修）, シーエムシー出版, 2025, 89–96.‬
‭・‬‭秋‬‭山‬‭み‬‭ど‬‭り‬‭,‬ ‭錯‬‭体‬‭化‬‭学‬‭で‬‭の‬‭経‬‭験‬‭と‬‭学‬‭び‬‭が‬‭生‬‭ん‬‭だ‬‭化‬‭学‬‭反‬‭応‬‭，‬‭Jpn.‬ ‭Soc.‬ ‭Coord.‬ ‭Chem.‬ ‭2024‬‭,‬ ‭82‬‭,‬
‭53–56.‬
‭・‬‭鳥海尚之‬‭, 内山真伸, 機能性近赤外色素の設計と合成, 科学と工業,‬‭2024‬‭,‬‭98‬‭, 299–306.‬
‭・‬‭梅‬‭原‬‭厚‬‭志‬‭*,‬ ‭反‬‭応‬‭性‬‭の‬‭低‬‭い‬‭窒‬‭素‬‭求‬‭核‬‭剤‬‭と‬‭カ‬‭ル‬‭ボ‬‭ン‬‭酸‬‭の‬‭簡‬‭便‬‭な‬‭ワ‬‭ン‬‭ポッ‬‭ト‬‭ア‬‭ミ‬‭ド‬‭形‬‭成‬‭反‬‭応,‬
‭MEDCHEM NEWS‬‭,‬‭2025‬‭,‬‭35‬‭, 40–44. [‬‭Link‬‭]‬
‭・‬‭鳥越尊‬‭, NH挿入型鈴木-宮浦カップリング, 月刊化学,‬‭2024‬‭, 6月号, 62–63.‬

‭八期生‬
‭・‬‭T. Nakamuro‬‭,‬‭Bull. Chem. Soc. Jpn‬‭.‬‭97‬‭, uoae082 (2024).‬‭[‬‭Link‬‭]‬
‭・‬‭C.‬‭Tsukano,‬‭M.‬‭Yasui‬‭,‬‭Y.‬‭Takemoto,‬‭Total‬‭Synthesis‬‭of‬‭Avenaol.‬‭In‬‭Modern‬‭Natural‬‭Product‬‭Synthesis‬
‭Overcoming‬‭Difficulties‬‭;‬‭Nakada,‬‭M.;‬‭Tanino,‬‭K.;‬‭Nagasawa,‬‭K.;‬‭Yokoshima,‬‭S.‬‭Eds;‬‭Springer,‬‭Singapore,‬
‭2024; pp 381–411. [‬‭Link‬‭]‬
‭・‬‭今‬‭野‬‭勉,‬ ‭山‬‭田‬‭重‬‭之,‬ ‭安‬‭井‬‭基‬‭博‬‭,‬ ‭CF3-‬‭ア‬‭ル‬‭キ‬‭ン‬‭を‬‭用‬‭い‬‭た‬‭含‬‭窒‬‭素‬‭ヘ‬‭テ‬‭ロ‬‭環‬‭構‬‭築,‬ ‭有‬‭機‬‭フッ‬‭素‬‭化‬‭合‬‭物‬‭の‬
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